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研究成果の概要 (和文):(1)『金光明経』チベット語訳の校訂作業を行い、1940年代以降停滞
していた 『金光明経』のテクスト研究に進展をもたらした。
(2)『金光明経』に含まれる諸品のうち、「僧慎爾耶薬叉大将品第十九」(2007年度)、「善生王
品第二十一」(2008年度)、「諸天薬叉護持品第二十二」(2009年度)の 三章を綿密に検証し、こ

れまで看過されてきたインド仏教の特徴の一端を明らかにし、インド仏教の実像理解に資した。

研 究成果 の概 要 (英文 ):(1)The textual study Of the挽 瘤中 ara肋 湧筋 (助の has been

developed through the critical editing of the Tibetan version of this Mahayana srltra

literature, which seems tO have been paid rather scant attention by the modern sch01arly

wor]d sinco 1940s,

(2) The careful examination of these three chapters in the Srrち   that is,  the

Sattjhayaparブ ァ2r渉2  主 n  2007,   the  tts2販 妨272 p2Fブ ′蟹 渉2  in  2008,   and  the

ンあたず湧すr2/″瓦ρ2z‐iVarを2 in 2009,made the characteristics of the lndian Buddhism clear which

have long been overlooked, and made a contributiOn to the deeper understanding of the

real lmage Of the lndian Buddhism.
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1.研 究開始当初の背景 |(1)『 金光明経』はアジアの広範囲に伝播し、



永年に亘って信奉され、アジア文化史の形成
に大きな影響を与えてきた経典であるが、「1.
テクス ト研究がほぼ完了したと見なされて
いたこと」「2.教 説にオリジナリティが乏し
いこと」「3.儀 礼的・呪術的要素を多く含み、
哲学的 ・論理的アプローチがしにくかったこ
と」「4.特 定の宗派の所依経典とならていな
いこと」等の理由のため敬遠され、『金光明
経』の解明に大きな進展が見られなかった。

(2)し かし近年、律文献や考古資料を活用し
た諸研究が相次いで提出されたことで、『金
光明経』の諸特徴が、それらの研究から導か
れる結果 と密接に関係 している可能性の高
いことが分かつてきた。すなわち、律文献や
考古資料から導かれる仮説が、従来の研究の

枠組みには収めとれなかった 『金光明経』の

諸特徴を説明してくれると同時に、『金光明
経』という大乗経典文献資料が今度は、律文
献や考古資料の記述を裏付けるものとなっ
ていたのである。

(3)大 乗仏教は、その文献資料の上限は紀元
前後にまで遡れるにも関わらず、考古資料に
関する限り、紀元 5、6世 紀以降のものしか

確認できないとの報告がある。したがつてそ
の報告に拠るならば、大乗仏教のインド社会
における一般的認知は、紀元 5、6世 紀以降
との推定が成り立つことになる。その時期は
グプタ期を経て仏教が斜陽になっていく時
代であると同時に、『金光明経』が編細 増
広されていつた時代とも重なつてくる。応募
者は、これらの事象をいくつかの傍証のもと
に連関させ、インド仏教の実像理解に向けた
〈仮説〉を提示していた。

2.研 究の目的
(1)諮 版本、諸写木に基づき、『金光明経』
チベット訳の校訂テクス トを作成する。

(2)作 成 した校訂テクス ト、サンスクリット
刊本、三種の漢訳に基づいて (仮説〉の有効
性を検証し、インド宗教文化理解 ・インド仏
教実像理解へ寄与する。     |

3.研 究の方法

(1)諸 版本 (Peking版 ,Narthang版 等)と
諸写本 (Stog Palace写本,Tokyo写 本等)
のカンギュル Kanjur資 料を入手してデジタ
ル・アーカイブ化し、サンスクリット千J本勧る
(57Иθ白7,あり″Sθけ″amas夢をra,  ed.  」.  Nobel,
Leipzig,1937)、三種の漢訳 働 る (『金光
明経』四巻、曇無識訳、T.No.663);勲 釈 『合
部金光明経』八巻、宝貴合爆、T.Nb.664);
肋物 『金光明最勝王経』十巻、義浄訳、T,No,

665)を 参照しつつ、チベット訳の校訂テク
ス トを作成する。

(2)作成した校訂テクス ト、サンスクリット
刊本、三種の漢訳に基づきながら、『金光明
経』の諮品のうち、2007年度に 「僧慎爾耶薬
叉大将品第十九」(SattJttayaゃariv密を2)、
2 0 0 8 年度 に 「善 生 王 品 第 二 十 一 」
(Su勉肋あ 陶

―
″ ガ F亜 渉2)、 2009年 度 に 「諸

晶秀あ評藻熊晶斎輪基セ節断鮪
経』の制作意図に関する以下の 〈仮説〉の有
効性を検証した。

提示した 〈仮説〉
■ 大 乗仏教徒の生き残 り策 としての経
典 :『金光明経』に見られる、従来の

仏典では余 リー般的ではなかった諸
特徴は、仏教に比べてヒンドッーの勢
力がますます強くなるグプタ期以降
のインドの社会状況の中で、余所です
でに説かれている様々な教説を集め、
仏教の価値や有用性や完備性をアピ
ールすることで、インド宗教界に生き
残つてブッダに出来する法を伝えな
がら自らの修行を続けていこうとし
た、大乗仏教徒の生き残 り策のあらわ
れである。

↓ 一 貫した編集意図、方針 :『金光明経』
の制作意図の一つが上記の 「試み」に
あるとするならば、多段階に渡る発展
を通して 『金光明経』制作者の意図は
一貫していた。

↓ 蒐 集の理由、意味 :『金光明経』は様々

な教義や儀礼の雑多な寄せ集めなど
ではなく、『金光明経』では様々な教
義や儀礼に関する記述 ・情報を蒐集す
ること自体に意味があった。

4.研 究成果
(1)版 本 (Peking版、Narthang版、Derge版、
Lhasa版 )と 写本 (Stog Palace写本、TokyO

写本、Phug drag写本)を 用いて、「僧慎爾耶
薬叉大将品第十九」、S撫癖傷yaフ冴力冴ケ2)、
「 善 生 王 品 第 二 十 一 」
は匹物肋2惚ゃar立陶rをか、「諸天薬叉護持品

第 二十 二 J(F a k景 疹Sry aフ 疲 惚F物 )三 章 のチ

ベット訳校訂テクストを作成し、〈仮説〉の

有効性の検証に用いた。
この新校訂テクストは、これまで 『金光明
経』チベット訳の底本とされてきた 挽吟
(Jどrar4apraあ 晩和ο渉ヶattastttraメ         'rθ

角わθけystttw  r/1bttsθ ttzょngen  ″ ヱ歩  θFF7θ〃

侮 た力″。あ Leiden,1944)の編者である J.
Nobelが参照していない版本 ・写本を用いて
いる点に最大の特徴がある。とりわけ、チベ



ッ ト大蔵経カ ンギュル部 に関す る研 究
(Kanjur Studies)が大幅に進展しくカンギ
ュルの諸系統が徐々に解明されるにつれ、
助りは Them spangs ma系 (西系統)の 資料
の取 り扱いが不十分であることが明らかと
なつていた。今回、Peking版 、Narghang版
に加え、StOg Palace写本、Tokyo写 本とVヽ

う Them spangs ma系に属する写本の読みを
反映させたことで東西の系統が基本的に網
羅されたことになり、本研究者が作成したテ
クス トは現時点で最も信頼のおける校訂テ
クストの一つとなり、本研究者の行なう「(仮
説)の 検証作業」の信頼性の根底を支えるも
のとなった。          |

(2)〈仮説〉の検証作業の結果を以下に順に
示す。             |

①2007年度 :『金光明経』のうち、2006年度
までに調査の済んでいた 「四天王品 (物け冴―

勉力a r a j a ゃa r 主/ 2 F ケ2 ) 」、 「弁 才1 天女 品
( 肋均s t t ιF w a r ゴ陶F 渉2 ) J 、「吉祥天女品
(多 Fフ〃ゴ72rを2)」 、 「堅 年 挫 神 品
(夕筋タフ2ry惚″か」に後続し、それら く諸
天に関する五品〉の末尾に位置する 「僧慎爾
耶薬叉大将品 (SattJnayaw冴メ吻F物)」ヤこ焦
点を当てつつ、〈五品〉全体の特徴を明らか
にすることで 〈仮説)の 検証を行つた。その
結果、             |

◇  『 金光明経』の制作者は 〈五品)の 教説
を通じ、繁栄や勝利などの世間的利益を
求める工族階級の人々を領民共々仏教
に誘引し、伝法や修行という自らの目的
を達成するため、彼らから経済的援助を
得ようと試みた。      |

という結論を得たことで、(仮説〉の有効性
が一層確かめられた。      |

②2008年度 :『金光明経』のうち、世俗的利
益を中心に説く連続した六章 ((諸天に関す
る 五 品 〉 お よ び 「工 法 正 論 品
(免/9r7″2sa睦″フグ主var物)」)に 後続する
「善生王品 (駒s2〃肋夕脇背arr″2rを夕)」に焦
点を当て、引き続きく仮説〉の検証を行った。
その結果、           |

◇ 伝 法や修行という自らの目的を達成す
るため、『金光明経』の制作者は 〈五品〉
や 「王法正論品」等の教説を通じ、世間
的利益を求める人々からの経済的援助
を得ようと試みたが、同時に彼ら制作者
は 『金光明経』・法師 ・現前サンガに対
する布施による無上菩提・法身獲得を説
く 「善生工品」の教説を通じ、出世間的
利益を求める人々からも経済的援助を

得ようと試みた。

という結論を得たことで、〈仮説〉の有効性
が一層確かめられた。
また、検証の途上、『金光明経』における
仏塔 (ストッーパ stupa)信仰と経典崇拝と
の関係を巡る問題も再浮_としてきたため、重
ねて考祭を加えた。

③2009年度 :『金光明経』のうち、「善生王品」
に後続する 「諮天薬叉護持品 (めたsattra乃

―

β2Fカグ物)」に焦点を当て、引き続き 〈仮説〉
の検証を行つた。その結果、

◇ 仏 教の存統に危機意識を抱いた 『金光明
経』の制作者たちは、王族を民衆ともど
も仏教に誘引し、彼らから経済的支援を
得てインド宗教界に踏みとどまるため、
世間的利益の獲得を主題とする (諸天に
関する五品〉、「王法正論品」、「諸天薬叉
護持品J等 を編纂していった。

◇ そ の際には従来の仏教では一般的では
なかつた儀ネL・呪術的諸要素を次々と取
り入れていつたが、『金光明経』におけ
る衆生利益は、仏教の伝統に則り釈尊の

成道 ・法身獲得と不可分に結びつけられ
ていたため、従来の理解や文脈を破壊し
たり逸脱 したりすることのないままに

諸要素の導入に成功した。そこに、『金
光明経』が編纂 ・増広過程や伝承過程を
通じて、常に

″
仏典〃であり続けること

ができた大きな要因の一つがあると考
えられるも

という結論を得たことで、本研究は所期の目
的を達成した。

(3)今後の展望
これまでの仏教学研究は、主として教理面
からのアプローチが中心であった。インド哲
学として発展してきた近代仏教学にとつて、
教理面からのアプローチが最優先で行われ
るべき事業であつたことに異論はない。しか
し教理面からのアプローチを優先する余 り、
「インドの仏教者が何を考えていたか」につ

いての理解が深められたのに対し、「インド
の仏教者は実際には何をしていたのか」とい

う、〈インド仏教の実像理解〉カミ立ち後れて
いることも事実である。そこには、「律より

も経を重視 (生活規定よりも教義を重視)す
る」という北伝大乗仏教の伝統を受け継いだ、
日本における仏教の性格も反映していよう。
今回の研究 「『金光明経』を通して見るイ
ンド大乗仏教の姿」は、従来律文献や考古資
料を通して行われてきた (インド仏教の実像
理解〉に資する研究成果を、経典の側から跡



付け補強し、さらに発展させたものである。
これは同時に、従来は教理面からの

~/プ
ロT

チのみに用いられることの多かった経典と
いう文献に、〈インド仏教の実像理解〉のた
めに活用できる可能性を実証したものとも
なっている。          |
この点に鑑みるとき、本研究の成果は前述
の(1),(2)のみにとどまるものではなく、「経
典文献の新たな可能性の提示」を通して、「他
の経典を用いての (インド仏教の実像理解〉
に資する研究」を触発する,点にも求められて
良いであろう。         |
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